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た時に、「 1－ 0」の 2段階から数段階まで種々の段階
をスケールとして使用する方法がある。「 1 - 0 」の場
合、実施したか否かでの評価となる。また、適切さに関





















































































































































































































評価段階 実習前 実習中 実習後















































































































































































































































1クライエントを迎え入れる態度 12焦点の当て方の適切さ CL- 1 気持ちよく迎えられたか
2椅子の勧め方 13身体技法の適切さ CL- 2 ワーカーの役割をよく理解
できたか3対面の位置の取り方 1４視線の適切さ
４始めの挨拶と自己紹介 15音声の調子の適切さ CL- 3 滑らかに相談関係に入れたか
5面接への倫理的配慮 16沈黙への対応の適切さ CL- ４ 相談事を十分に聴かれたと
感じられたか6主訴の聞き取りの開始 17主訴の要約と確認の適切さ
7質問技法の適切さ 18-a質問攻めではなかったか CL- 5 相談事を十分に話したと感
じられたか8言語追跡の適切さ 18-bワーカー側が沈黙に陥らな
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②試験項目名：アセスメント報告
◎評価者評価項目（20項目）
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Evaluation of OSCE test categories for Field Practicum for Social Work：
Quantitative and qualitative date analysis from students and evaluators
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